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コロナ禍での生活習慣などの変化と健康悪化リスクとの
関連性における社会関連資本と自己制御感の影響
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Effect of social capital and locus of control on association between change of lifestyle habits 
and risk of health deterioration during COVID-19 pandemic
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ABSTRACT
 The COVID-19 pandemic after January of 2020 and subsequent behavioral restriction and economic 
breakdown have had a significant impact on people’s daily life with increased level of stress. By reviewing 
scientific papers, we found a considerable number of studies showing change of lifestyle habits and 
deterioration of mental health during the pandemic around the world. In addition, it has been shown that 
psychological characteristics may affect deterioration of mental health during the pandemic. Especially, 
cognitive social capital as well as internal locus of control have been indicated, with some extent of 
consistency, play an important role in sustaining and improving mental health in the context of the pandemic, 
although other parts of personal characteristics could not be unheeded. Accordingly, prevention of mental 
health problems could be implemented by focusing on cognitive social capital and internal locus of control in 
the population at this moment.
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1.　緒言

　2019 年 12 月に中国湖北省武漢市で発生したコロ

ナウイルス SARS-COV-2 による新型コロナウイルス

感染症（COVID-19）の世界的流行（以下，コロナ

禍と称す）は，日本では 2020 年 1 月 16 日に最初の

感染者が確認されて以来流行が拡大し，北海道におい

ては他の地域に先駆けて 2 月 28 日に独自の緊急事態

宣言が出された．その後も，政府による緊急事態宣言

や蔓延防止対策が繰り返し出され，現在に至っている．

観光・宿泊業と飲食・小売業などを中心に，休業や営

業時間短縮により経済的活動が縮小し，それらの企業

等に属する労働者を中心に，収入は大きく減少するこ

とになった．今回の COVID-19 流行による労働者や

住民への経済的負荷は，例えば，2008 年のリーマン

ショック時のような過去の経済的不況よりもさらに大

きな影響を及ぼしていることが報じられている．また，

不要不急の外出が自粛され，地域住民においては身体

活動の低下を含む生活習慣の変化が起きていると推測

される．

 これまでの研究から，われわれは，図 1 に示した

ように，コロナ禍での生活習慣の変化や精神的ストレ

スの増加が住民や労働者の健康へ悪影響を及ぼすこと

をできる限り防止するためには，Social Capital（社

会関連資本と訳す）を強化することと，精神的ストレ

スの捉え方としての Locus of Control（自己制御感

と訳す）を改善することではないか，という仮説を考

えてきた．

 そこで，はじめに，この仮説の元になっている 2 つ

の研究を示す．次に，コロナ禍での生活習慣・労働状

況の変化と健康悪化リスクとの関連性の研究を示す．

そして，コロナ禍が 1 年以上継続していることから，

コロナ禍でこの仮説と関連する研究が報告されてきて

いるので，それらの報告を含めて上記の仮説を検討する．
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2.　社会関連資本や自己制御感と健康悪化リスクとの

関連性のコロナ禍以前の研究

　Nieminen らは 1），社会関連資本を① Social support
（本人への社会的支援），② Social participation and 
network（本人の社会的参加とネットワーク），

③ Trust and reciprocity（本人と他者の信頼関係と

相互関係），という 3 つの下位尺度からなるものとし

て捉えて，自覚的健康感や精神的健康度への影響を検

討した．2000年から2001年にかけて実施された8,028
人のフィンランド人に対する断面研究で，上記の社会

関連資本の自覚的健康感や精神的健康度への影響をロ

ジスティック回帰分析によって交絡要因を調整して検

討した．本人の社会的参加とネットワークが強いこと

は自覚的健康感や精神的健康度へ有意に良い影響を与

えていた（p<0.001）．また，本人と他者の信頼関係

と相互関係が強いことは自覚的健康感や精神的健康度

へ有意に良い影響を与えていた（p<0.001）．一方，

本人への社会的支援が強いことと自覚的健康感や精神

的健康度の関連性は有意ではなかった．特に，本人と

他者の信頼関係と相互関係が最も強く自覚的健康感や

精神的健康度へ良い影響を及ぼしていた．この本人と

他者の信頼関係と相互関係は，Cognitive social 
capital（認識的社会関連資本と訳す）とも称されて

いる．

　次に，自己制御感についてであるが，Rotter によ

ると 2），行動とその結果を認知するとき，自己の能力

や技能によって制御されているという信念を Internal 
Locus of Control（内的制御感と訳す）と称し，その

反対に，運や他者などの外的要因で制御されていると

いう信念を External Locus of Control（外的制御感

と訳す）と称す．それぞれ 9 項目，合計 18 項目の質

問で測定して指標化し，合計点が高いほど，内的制御

感が強いとした．

　Kobayashi らは 3），Rotter による自己制御感の質

問票の日本語版 4）を用い，抑うつ状態の指標には 20 項

目の Center for Epidemiological Studies-Depression
（CES-D）の日本語版 5）を用いて，2005 年に 3,057
人の北海道内の労働者に対する断面研究を行った．そ

の結果，男女とも外的制御感が強いほど，すなわち，

内的制御感が弱いほど，有意に抑うつ状態の傾向が強

かった（男女とも p<0.001）．
　以上の 2 つのコロナ禍以前の研究から，コロナ禍

における生活習慣や労働状況の変化のもとでも，社会

関連資本，特に，認識的社会関連資本を強化すること

と内的制御感を高めることが，健康悪化リスクを減少

させるのではないか，という図 1 に示した仮説が考

えられた．

3.　コロナ禍での生活習慣・労働状況の変化と健康悪

化リスクとの関連性の研究

　2020 年 1 月からの COVID-19 の世界的流行は現

在も続いており，世界各国から，それによる生活習慣

の変化とストレスの増加が報告されている．Moreno
らは 6），コロナ禍によるメンタルヘルス問題のリスク

が高まっているという警告を発した．その理由として，

社会的孤立，収入の減少，身体的活動の低下，飲酒量

の増加などの可能性をあげている．

CCOOVVIIDD--1199流流行行にによよるる精精神神
的的スストトレレススのの増増加加

・・収収入入減減少少
・・外外出出自自粛粛
・・テテレレワワーークク
・・子子供供のの休休校校・・休休園園

身身体体的的健健康康度度

CCOOVVIIDD--1199流流行行にによよるる生生活活
習習慣慣のの変変化化

・・身身体体活活動動
・・食食習習慣慣
・・飲飲酒酒
・・喫喫煙煙
・・睡睡眠眠

精精神神的的スストトレレススのの捉捉ええ方方ととししててのの
LLooccuuss  ooff  ccoonnttrrooll  （（自自己己制制御御感感））

SSoocciiaall  CCaappiittaall（（社社会会関関連連資資本本））
・・SSoocciiaall  ssuuppppoorrtt

（（社社会会的的支支援援））
・・SSoocciiaall  ppaarrttiicciippaattiioonn  aanndd  nneettwwoorrkk
（（社社会会的的参参加加ととネネッットトワワーークク））

・・TTrruusstt  aanndd  rreecciipprroocciittyy
（（信信頼頼関関係係とと相相互互関関係係））

精精神神的的健健康康度度

図1. 社会関連資本と自己制御感の身体的健康度、精神的健康度への影響に関する仮説図 1　社会関連資本と自己制御感の身体的健康度，精神的健康度への影響に関する仮説
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　Pérez-Rodrigo らは 7），1,155 人のスペイン人につ

いて，COVID-19 の流行によるロックダウンの間の

食習慣や身体活動の変化を調査した．因子分析の結果，

変化は画一的ではなく，6 種類のクラスターに分類さ

れる，と報じた．Giuntella らは 8），682 人の米国人

について調査を行い，コロナ禍で 1 日当たりの歩数

が大幅に減少するなどの生活習慣の変化がみられ，抑

うつ状態のリスクが高まっていると報告した．

Faulknerらは 9），イギリス，アイルランド，ニュージー

ランド，オーストラリアの合計 8,425 人に対するオ

ンライン調査によって，コロナ禍で身体活動が減少し

た人は，そうでない人と比べて，メンタルヘルスの悪

化がみられたと報告した．

　López-Moreno らは 10），675 人のスペイン人に対

するオンライン調査から，コロナ禍でのロックダウン

中の肥満度（BMI）の増加は，睡眠時間の減少と相

関することを報じた．Blom らは 11），5,599 人のス

ウェーデンの労働者に対する調査から，コロナ禍での

生活習慣の悪化は抑うつ状態などのメンタルヘルスの

悪化と関連したと報じた．

　以上のとおり，コロナ禍での生活習慣などの変化が

健康悪化リスクを高めていることが示唆される．次に，

コロナ禍での健康悪化リスクにおける社会関連資本や

自己制御感の影響に関する研究報告をレビューする．

4.　コロナ禍での健康悪化リスクにおける社会関連資

本の影響の研究

　Sun らは 12），コロナ禍の中国・上海市において，

Cognitive social capital（認識的社会関連資本）が

Structured social capital（構造的社会関連資本と訳

す）とメンタルヘルスとの関連性に介在するという仮

説を検証するための研究を行った．2020 年 7 月から

8 月までに，上海市の Yangpu 地区において，60 歳

以上の高齢者472人（平均年齢68.37歳）に調査を行っ

た．メンタルヘルスとしては抑うつ状態と生活満足度

を調査した．認識的社会関連資本としては信頼・相互

関係を調査し，構造的社会関連資本としては各種団体

への参加を調査した．その結果，認識的社会関連資本

は，構造的社会関連資本と正の関連をし（回帰係数

β=0.378, p<0.001），また，生活満足度とも正の関連

をし（β=0.509, p<0.001），さらに， 抑うつ状態と負

の関連をした（β=-0.188,  p<0.001）．コロナ禍にお

いては，認識的社会関連資本がメンタルヘルスの維持・

改善にとって重要であることが示された．

　Caballero-Dominguezらは 13），コロナ禍によるロッ

クダウン中において，社会関連資本が弱いことと精神

的な苦悩の指標との関連性を明らかにするための研究

を行った．2020 年 3 月から 4 月までに，コロンビア

において，18 歳から 76 歳までの 700 人に対してオ

ンライン調査による断面研究が行われた．調査された

項目は，社会関連資本，コロナウイルス流行と関係し

た自覚的ストレス，抑うつ状態のリスク，不眠症のリ

スク，自殺のリスクであった．認識的社会関連資本が

弱いことは，抑うつ状態のリスクが高く（調整オッズ

比 AOR=2.00, 95% 信頼区間 CI1.34-2.97），自殺の

リスクが高く（AOR=2.62, 95%CI1.40-4.91），コロ

ナウイルス流行と関係した自覚的ストレスが高く

（AOR=2.08, 95%CI1.15-3.76），不眠症のリスクが

高かった（AOR=2.42, 95%CI1.69-3.47）．認識的社

会関連資本が強いことは，コロナ禍におけるロックダ

ウンによる隔離生活の影響を軽減し，精神的健康を維

持するのに貢献する可能性が示された．

　Li らは 14），コロナ禍の香港において，社会関連資

本や収入の減少が低いことと抑うつ状態や感染防止行

動との関連性を明らかにするための研究を行った．

2020 年 2 月から 4 月までに，香港在住の 15 歳以上

の中国人3,011人（平均年齢44歳）を無作為抽出して，

認識的社会関連資本，コロナ禍での収入の変化，抑う

つ状態，感染防止行動を調査し，それらの関連性を検

討した．その際，認識的社会関連資本を，人間関係の

信頼度，社会的協調性，および，帰属意識という 3
つの下位尺度に分けた．認識的社会関連資本の 3 つ

の下位尺度の中で，人間関係の信頼度が弱いことは，

抑 う つ 状 態 と 有 意 に 関 連 し た（AOR=1.58, 
95%CI1.29-1.93）．また，社会への帰属意識が弱い

ことも，抑うつ状態と有意に関連した（AOR=2.53, 
95%CI1.66-3.84）．社会的協調性は抑うつ状態と有

意な関連性はなかった．メンタルヘルス問題の予防に

は，認識的社会関連資本，特に人間関係の信頼度の強

化が必要であることが示唆された．

　以上のとおり，コロナ禍では，認識的社会関連資本

が強いこと，特に，他人との信頼関係が強いというこ

とが，健康悪化リスクを低下させていることが示され

ていた．

5.　コロナ禍での健康悪化リスクにおける自己制御感

の影響の研究

　Flesia らは 15），コロナ禍では感染への恐れや自由

な活動の抑制などのために，強いストレスを受けた生

活を余儀なくされていることから，2020 年 3 月に，

インターネットを活用して募集したイタリアの成人

2,053 人を対象に，断面研究のデザインで，社会経済

的指標（月収など），精神心理学的特徴（内的制御感

など）と，感じているストレスの程度との関連性を検

討した．重回帰分析の結果，内的制御感が弱いほど，

感じているストレスの程度が大きかった（回帰係数

β=-0.145, p=0.015）．従って，内的制御感が弱いと

いう特徴を有する者への介入戦略が優先的に実施され
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るべきであろうと考察した．

　Sigurvinsdottir らは 16），コロナ禍ではメンタルヘ

ルスが問題となるが，そこでは自己制御感が特に重要

となっているとして，2020 年 5 月と 6 月に，米国と

ヨーロッパ 5 か国（フランス，ドイツ，イタリア，ス

ペイン，イギリス）の成人1,723人（平均年齢34.7歳，

標準偏差11.5）に対して，websiteのMturkを用いて，

コロナ禍による抑うつ状態，不安，ストレスと自己制

御感との関連性についてのオンライン調査を行った．

重回帰分析の結果，内的制御感が強いほど抑うつ状態

の程度が弱く（回帰係数β=-0.12, p<0.001），ストレ

スの程度も弱かった（β=-0.05, p<0.05）．逆に，外

的制御感が強いほど抑うつ状態の程度が強かった．こ

の結果から，内的制御感が弱いという特徴を有する者

をターゲットに介入することによって，メンタルヘル

スの改善が期待されると述べられていた．

　コロナ禍のインドでは 2020 年 3 月にロックダウン

が行われたが，Alat らは 17），ロックダウン下のイン

ドにおいて，2020 年 3 月から 4 月までに，667 人の

インド人（平均年齢31.0歳，標準偏差11.3）に対して，

内的制御感と精神的苦悩などを調査した．重回帰分析

の結果，内的制御感が強いほど精神的苦悩は少なかっ

た（回帰係数β=-0.10, p<0.01）．
　Krampe らは 17），断面研究のデザインで，2020 年

3 月から 5 月までに，オンラインの質問票ツールを用

いて，1,225 人のノールウェイ人と 1,527 人のドイツ

語圏の人々を対象に，内的制御感，外的制御感，精神

的ストレス，精神的苦悩などに関する調査を行った．

重回帰分析の結果，ノールウェイ人でも，ドイツ語圏

の人でも，内的制御感が強いほど精神的ストレスは有

意に少なく（回帰係数β=-0.26, p<0.001），外的制御

感が強いほど精神的ストレスが有意に多かった

（β=0.39, p<0.001）．コロナ禍では，外的制御感の強

い人は精神的ストレスによる健康上のリスクが大きい

ことが示された．

　以上のとおり，コロナ禍では，内的制御感が強いこ

とが健康悪化リスクを低下させ，外的制御感が強いこ

とが健康悪化リスクを高めることが示唆されていた．

6.　結語

　認識的社会関連資本が強いことや内的制御感が強い

ことは，コロナ禍における健康悪化リスクを低下させ，

外的制御感が強いことはコロナ禍における健康悪化リ

スクを高めることが示唆されていた．

　認識的社会関連資本としては，他者との信頼関係を

築いていることが最も重要である可能性が示されてい

た．コロナ禍のように行動が制限されている状況では，

社会的な活動への具体的な参加が困難になる場合が多

いが，そうした中でも，他者との信頼関係を築いてい

くことは，健康の保持増進によい影響を及ぼす，と考

えられた．

　内的制御感は，置かれている立場や環境をしっかり

と自分のものとして受け止め，他人や運のせいにしな

いという信念であると考えられるが，コロナ禍という

普段よりもストレスの多い状況であっても，自分と

しっかり向き合うという内的制御感を高めることが，

健康の保持増進によい影響を及ぼす，と思われた．

　そして，認識的社会関連資本や内的制御感は，精神

心理学的要因の中の一部分に過ぎないが，コロナ禍と

いう環境で，その重要性が高まっているのではないか

と考えられた．その上で，日本においても同様の調査

研究が必要であると考えられた．
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